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1. 地球低軌道における周辺状況の変化

米Axiom Space社
CLDプログラム第1フェーズより参画。
最初の商用モジュールをISSに取り
付け、2028年以降にISSから分
離して単独運用。
三井物産と資本提携。MUFGが
出資。

米Blue Origin社
CLDプログラム第1フェーズより参画。
Sierra Space社、Boeing社等と
共同で新ステーション建設。2027年
の運用開始を目指す。
Sierra Space社は、兼松が東京
海上、MUFGとともに資本提携。

米Starlab Space社
CLDプログラム第1フェーズより参画。
Voyager社、Airbus社、Northrop
Grumman社等と共同で新ステーション
を建設。2028年以降に打上げ予定。
合弁会社であるStarlab社に三菱商事
が出資参画。

米Vast Space社
CLDプログラム第2フェーズより参画見込み。
2027年に最初の新ステーション (HAVEN-1) を打上げ、
2028年以降に複数モジュールを接続する大型ステーション
(HAVEN-2) を打上げ予定。2026年にVast Japan設立。
JAMSSが利用サービスを提供するペイロードパートナーとなる契
約を締結。三井物産、ニコン、MUFGが出資。

StarlabAxiom Station Orbital Reef HAVEN-2

◆米国は2030年に国際宇宙ステーション（ISS）の運用終了を計画。現ISS終了後の「ポストISS」と呼ばれる2030年以降は、
民間事業者が管理する宇宙ステーションをNASAはユーザとして利用する形態となる見込み。

◆CLDプログラム第1フェーズとして、NASAは2021年に商業宇宙ステーション事業構想を有する民間事業者を4社選定し支援中。
◆CLDプログラム第2フェーズとして2026年に1社以上選定予定だったが、2025年8月15日にCLD第2フェーズの調達方針が

見直されることが発表。9月5日にドラフトRFP発出。

米国CLDのこれまでの動き

◆ドラフトRFP発出後、①ドラフトRFPに対する産業界からのフィードバックが多数出て対応が必要、②米国政府閉鎖やアイザックマン長
官就任という周辺状況から、最終RFPは出ていない。

◆2026年3月にNASA “Ignition” において、従来のCLDプログラムに対する大幅変更（新ロードマップ）を発表
✓ コアモジュールをNASAが調達・保有（設計2社選定→製造1社へダウンセレクト）
✓商業モジュールを民間事業者が開発し、コアモジュールへ接続（2社選定）
✓ これらの新コンセプトに対して、産業界からのフィードバックを得るためのRFI（情報提供依頼）を実施。今後RFPを実施予定。

米国CLDの最新動向

※CLD (Commercial Low Earth Orbit Destinations)：NASAの商業宇宙ステーションプログラム

NASA CLDプログラムに関わる有力企業と日本企業との関わり
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【参考】 NASA Ignitionにおける米国ポストISS移行計画の見直しについて

◆ 2030年にISS運用終了を計画。民間所有・運用の宇宙ステーションへ移行、NASAは「顧客の一人」へ

◆ CLDプログラム フェーズ1：2021年にNASAは4社選定し支援中 ※4社のうち1社（ノースロップ・グラマン社）は撤退し、スターラボ・スペース社の陣営に合流

◆ CLDプログラム フェーズ2：2026年にCLD構築事業社を1社以上選定予定だったが、調達方針見直しにより選定は開始せず
◆ 新ロードマップ：2026年3月にNASA “Ignition” において、従来のCLDプログラムに対する大幅変更（新ロードマップ）を発表

米国の動向
LEO (Low Earth Orbit)：地球低軌道 ISS (International Space Station)：国際宇宙ステーション
CLD (Commercial Low Earth Orbit Destinations)：NASAの商業宇宙ステーション

◆ コアモジュールをNASAが調達・保有（設計2社選定→製造1社へダウンセレクト）
• 最初にISSへ接続。商業モジュール接続後にISSから離脱・単独飛行へ（ISSの運用期間に関する言及なし）
• これまでのCLDプログラムは完全民間移管の方針だったが、NASAの関与が残るという大きな方針転換

◆ 商業モジュールを民間事業者が開発し、コアモジュールへ接続（2社選定）
◆ 《市場動向次第》 電力・冷却モジュールの開発（1式）
◆ 《市場動向次第》 更なる商業モジュール（電力・冷却モジュールへ接続）、サービス機能（ロボットアーム・EVA（船外活動））の追加等

これらの新コンセプトに対して、産業界からのフィードバックを得るためのRFI（情報提供依頼）を実施した（拠点・輸送の2件）
RFI（拠点）では、新コンセプト（ISSと接続し段階的に移行）と従来型（ISSと接続しない）を比較検討した内容が求められている

新ロードマップの概要

コアモジュール＋商業モジュールが
ISSから分離

コアモジュールをISSへ接続
その後、商業モジュールをコアへ接続

電力・冷却モジュールが
コアモジュールへ接続（市場動向次第）

（新宇宙ステーション）

《変更の背景》

⚫ 米国のLEOプレゼンス維持に失敗は
許されない

⚫ 宇宙ステーション開発・維持は複雑かつ
ハイリスク

⚫ LEO市場の成長が鈍い
⚫ NASA予算が不十分
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2. 取り纏め文書を受けて実施する施策の実施状況

本日ご報告する内容
（黄ハッチ部①～③）

①

②

③

出典：https://www.mext.go.jp/content/20250822-mxt_uchukai01-000044308_005.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20250822-mxt_uchukai01-000044308_005.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250822-mxt_uchukai01-000044308_005.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250822-mxt_uchukai01-000044308_005.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250822-mxt_uchukai01-000044308_005.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250822-mxt_uchukai01-000044308_005.pdf
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① 宇宙戦略基金による支援

出典：https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_4.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_4.pdf


7

① 宇宙戦略基金による支援

出典：https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_7.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_7.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_7.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_7.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_7.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_uchukai01-000035600_7.pdf
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① 宇宙戦略基金による支援

出典：https://www.mext.go.jp/content/20260204-mxt_uchukai01-000047103_05.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20260204-mxt_uchukai01-000047103_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260204-mxt_uchukai01-000047103_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260204-mxt_uchukai01-000047103_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260204-mxt_uchukai01-000047103_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260204-mxt_uchukai01-000047103_05.pdf
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② ポストISSに向けたJAXAの機能・体制強化

⚫ ポストISS時代の商業宇宙ステーションに向けて、我が国の民間企業主体の地球低軌道活動を根付かせる必要があるが、
現時点で民間事業者が自立的に事業実施可能な市場の存在が不透明である。

⚫ 人類の活動領域拡大に向け、宇宙医学、健康管理といった分野については、JAXA自らが研究を主体的に行い、未来を
切り開いていく必要があり、JAXAの科学研究力・シーズ創出力の強化が急務。

⚫ ISS退役後の地球低軌道経済圏確立にはISSで生み出した需要を更に喚起する必要がある。

⚫ 第69回 ISS・国際宇宙探査小委員会（2025年6月）にて、次の領域を例として挙げ、引き続き検討することとしていた。
 ○生命科学研究（創薬・細胞培養等） ○半導体材料科学研究     ○光・量子技術研究
 ○運動・健康科学研究（スポーツ科学等） ○情報科学研究  ○生活・環境技術研究 ○天文・物理化学研究
⚫ JAXA内にて検討を進め、2～3テーマを軸にスモールスタートしていく方針。

背景

重点的研究・事業活動領域

JAXAにおける検討・準備状況（JAXAラボ機能に関する取組の検討・準備状況）

⚫ 2026年度にJAXA内にラボ機能（右図）を推進する部署等
を設置し、活動開始予定。

⚫ 当該部署において研究戦略を担う長と個々の研究を推進する
研究ディレクターを外部から登用し、強力なリーダーシップの下
で研究を推進する方針。

⚫ 有人探査に必要となる研究やロールモデルとなる地球低軌道
利用をJAXA自らが実施する。

⚫ それにより、ポストISSに向けた低軌道利用の需要を喚起する。

⚫ 中長期的には、地球低軌道でなければ実施できない研究テー
マを発掘・拡張し、地球低軌道を持続的な科学成果創出の
場へ発展させることを目指す。

ポストISSで想定される利用スキーム

日本利用サービス
提供企業

米国商業
宇宙ステーション

事業者

様々な連携・
契約形態

民間
企業等

科学ユーザ
（アカデミア・企業等）

JAXA
《ハブ機能》

JAXA
《ラボ機能》

JAXA
とりまとめ
《公募等》

JAXA利用
の一部

JAXA自ら
の利用

直接
利用

直接
利用

商業利用 科学利用

NASA
NASA
以外

※政府・機関間の協力
関係は今後協議

日本の利用者が
米商業ステーションを
直接利用するケースも

※商業・科学ユーザ以外に、技術実証用途がある

共同研究
共創活動

連携
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③ 地球低軌道インタフェース人材育成に向けた取組

◆ 文部科学省では、宇宙航空分野における新たな可能性の開拓や裾野拡大を目的とし、宇宙航空科学技術推進委託費事
業を行っている。

◆ 令和8年度より、「宇宙人材育成プログラム」の中に「地球低軌道インタフェース人材育成」の項目を新設し、2026年2月～4
月にかけて公募を実施。

宇宙航空科学技術推進委託費の概要

◆ 我が国の地球低軌道活動の持続的・安定的確保のためには、地球低軌道活動の充実・強化が重要であり、特に非宇宙分
野の民間事業者による地球低軌道利用の拡大（半導体やライフサイエンスなどの出口分野など）が求められている。

◆ そういった非宇宙分野における地球低軌道活動の利用を促進するため、技術的知見を要し、専門性の高い地球低軌道利
用の価値やその仕組みを、新規・潜在ユーザーに伝え、具体的な研究・事業活動の準備・実施をコーディネートするユーザーイ
ンテグレーション人材が必要であり、民間企業や大学・高等専門学校生を対象とし、年間十数人程度育成する。

◆ 今後、事業者を選定し、最長3年で本事業を実施。

地球低軌道利用のインタフェース人材育成の概要

ライフサイエンス等の分野と宇宙分野の
橋渡しとなる人材を育成

出典：https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1401208_00013.html

https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1401208_00013.html
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